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＜連絡事項＞
・プリンターが新しくなり、トナーの型番も変更となっているので、発注の際は間違わないように注意して下さい。型番：TNR－M4G2

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　石雄様～長女様に状況を報告、1月2日午前中に来院予定。日直医に昨日19時より、排尿なく、浮腫や腹満が見られない上、食事摂取量が減っていることを報告。脱水の可能性がある為、本日より、点滴1本追加となる。排尿に関しては経過観察となる。

＜要注目患者様情報＞
・三浦　初美様～バイタル著変なし。断続的に覚醒し、独語あり。経管栄養はトラブルなく経過。
			
・伊藤　のり子～体温36.5～36.8℃で経過。酸素飽和度96～98％で経過。
　　　　　　　　朝食は介助にて全量摂取。昼食は介助にて1/3摂取。

・佐々木　雄様～3時30分より呼吸促拍、努力様呼吸あり。体温37.5℃、脈
　　　　　　　　拍100～110で変動。血圧94/61㎜Hg。酸素飽和度88～89％
　　　　　　　　痰鳴聞かれ、吸引実施。白色粘稠痰多量に除去するも、酸素飽和度上がらず。当直医今川Drに状況報告。酸素5ℓ継続のしじあり。4時頃より、酸素飽和度93～94に上昇するも、呼吸促拍、努力様呼吸は継続。体温37.0℃、脈拍103回/分、血圧142/109mmHg、酸素飽和度90％。痰鳴あり吸引施行し白色痰除去。

・上野　節雄様～バイタルサインの異常なし。体動活発は継続。介入時に抵抗は見られない。

・佐々木　節郎様～バイタルサインの異常なし。易怒的な言動なし。

・中村　幸子様～バイタルは著変なし。食事量は1/3～2/3で経過。

・米田 邦男様～夕食後、脱衣行為や来詰め頻回あり。「今日、会うはずだった。」
　　　　　　　等の滅裂言動や介助要求が見られた。要求が通らないと、椅子を
　　　　　　　壊そうとする等の威嚇言動あり。再三の誘導にて、20時30分より、就床。0時45分、自室にて放尿。更衣後、不眠時薬を内服し、
　　　　　　　休まれる。覚醒後は、ホールにて笑顔で過ごされている。
　　　　　　　日中も「俺の妻が来ている。」等の滅裂言動が見られ、テーブルを叩く行動が見られる。リスパダール0.5㎎を与薬するも、一部吐き出しあり。女性患者への声掛けも見られたが、間食が始まると、穏やかになる。

・工藤　光様～トイレ利用希望あり、パンツ内の失禁なし。トイレで排尿あり、立位保持はできている。
